
高知県立高知国際中学校の経営について 

［学校経営の背景］ 

高知県教育委員会は平成２６年１０月に策定した県立高等学校再編振興計画で、国際理

解教育を中高一貫教育で取り組んできた高知南中学校・高等学校と、英語科を中心に語学教

育に力を注いできた高知西高等学校を統合し、新たな中高一貫教育校を設置することを公

表した。この新たな中高一貫教育校の目指す姿は、グローバル教育を教育活動の柱に位置付

け、自ら課題を発見し判断する探究型学習や、高度な英語運用能力を養う教育活動を実施す

るとともに、国際バカロレア（以下ＩＢという。）の認定に向けた取組を取り入れるなど、

本県のグローバル教育のトップ校であること、そして大学進学の拠点校であることとした。 

この新たな中高一貫教育校こそが高知県立高知国際中学校・高等学校であり、まず、平成

３０年度に高知国際中学校を開校した。 

［県民からの期待］ 

この新しい中高一貫教育校には多くの県民の方々の思いや期待、そして学校の立ち上げ

にかかわった人の願いを十分に承知し、新しい教育の展開に挑まなければならない。平成３

０年４月８日に行った開校式で高知県知事が「第１期生の皆さんが歩む道が新たな学校の

歩む道となる。高知国際中学校での学びを通じて夢がかなっていくよう願っている。」との

期待の言葉を述べられた。 

[県立学校統廃合] 

県立高等学校再編振興計画に従い、令和３年度（２０２１年度）から高知南中学校・高等

学校及び高知西高等学校の生徒募集を停止し、高知国際高等学校を開校する。令和５年度

（２０２３年度）に、高知南中学校・高等学校及び高知西高等学校の統合が完了し、高知国

際中学校・高等学校の全ての学年で生徒が揃う。このときには中学校２４０人（１学年８０

人）、高等学校８４０人（１学年２８０人）、合計１，０８０人規模の学校になる。高等学校

における学科構成は、普通科（人文系統、理数系統）１学年２００人、グローバル科（グロ

ーバルコース、ＤＰコース）１学年８０人を予定している。 

［教育目標］ 

本県の基本理念である「学ぶ意欲にあふれ、心豊かでたくましく夢に向かって羽ばたく子

どもたち」及び「郷土への愛着と誇りを持ち、高い志を掲げ、日本や高知の未来を切り拓く

人材」を念頭に置き、本校の目指す方向を定めた。 

高知国際中学校・高等学校は「意識して飛び出すフィールドは地球」を合言葉に、地域や

国際社会の発展に貢献できるグローバル人材を育成する。教育目標を「グローバル社会で求

められる高い志と資質・能力を育む。」とし、その下部に①自ら学び、考える力を身に付け、

生涯にわたって学び続ける態度を養う、②多様な価値観を尊ぶ精神を持ち、他者と共に生き

る態度を養う、③豊かな創造性を持ち、未来を切り拓く、自主・自律の精神を養う、の３項

目を置く。 

高知県のグローバル教育のトップ校としての取組については、英語教育の充実、探究型学

習の推進、キャリア教育の推進を掲げる。教育プログラムにはＩＢ機構が提供する国際的な

教育プログラムを取り入れ、中学校段階ではＭＹＰ（ミドル・イヤーズ・プログラム）を、

また高等学校段階ではグローバル科ＤＰコースにＤＰ（ディプロマ・プログラム）を取り入



れる。 

大学進学の拠点校としての取組については、学習指導要領が目指す学力を研究し、本校の

教育プログラム及び課外活動等において生徒の学力を十分に高める教育活動を展開する。

また、本校の教育プログラム等によって身につく学力がこれからの社会で求められる学力

であることを、まずは地元大学等の協力を得て研究する。 

［ＩＢ認定校を目指す］ 

高知国際中学校・高等学校全体でＩＢ認定校を目指している。公立学校にＩＢ教育のプロ

グラムを取り入れるところは全国的にまだ少ないので、関係教育機関と連携を取りながら、

ＩＢ認定校を目指す。 

ＩＢ教育が目指している「多様な文化の理解と尊重の精神を通じて、よりよい平和な世界

を築くことに貢献する、探究心、知識、思いやりに富んだ若者の育成」は、高知国際中学校・

高等学校と同じ方向の考えである。ＩＢ教育のプログラムは、世界各地で学ぶ生徒に、人が

持つ違いを違いとして理解し、自分と異なる考えの人々を認めることのできる人として、共

感する心をもって積極的に生涯にわたって学び続けるようにはたらきかけている。ＩＢの

求める「１０の学習者像」を意識して努力を重ねることで、思考する力、コミュニケーショ

ン力、リサーチ力、自己管理力、社会性等を身につけていく。 

［高知国際中学校］ 

高知国際中学校では、ＩＢ教育のプログラムを用いて、文部科学省の学習指導要領に基づ

いた学習を行い、グローバル人材の基礎となる探究力や英語運用能力を育成する。グローバ

ル社会で求められる高い志と、資質・能力を育む教育を提供し、よりよい結果を出していく

ことで本県のグローバル教育を推進する学校としての責任を果たす。 

［高知国際高等学校］ 

令和３年度に開校する予定の高知国際高等学校においては、普通科は外国の人々とコミ

ュニケーションできる英語運用能力と、多様な進路選択を可能にする探究力をはじめとす

る確かな学力を育成する。グローバル科グローバルコースは外国の人々と協働できる高い

英語運用能力と探究力、バランスのとれた国際感覚と行動力を育成する。グローバル科ＤＰ

コースはグローバルコースの目標を世界基準の国際バカロレア教育を通して育成する。 

高知国際高等学校の開校準備に向けて教育課程、校務体制、外部機関との連携、県民の理

解、ＤＰ認定の取組等について、高知県教育委員会及び関係機関等と連携する。 

［本校の学び］ 

高知国際中学校・高等学校は、「学びは学校で終わりではなく生涯にわたって続くもの。

だから、学び方を学ぶ。」ことを前提とし、生徒たちがいきいきと学校生活を送り、新しい

時代を創造する志が萌芽する教育活動を展開する。本校の教職員は新しいことへの挑戦で

あり、既存の授業スタイルでは対応できない場面もあることから、これまで培った能力に新

たな要素を多く取り込み新しい学びのスタイルを創造する。本校の学びは、生徒の学びの場

であるとともに、生涯学習者としての教職員の学びの場でもある。県民の皆さまから、本校

の取組が注目されていることを承知し、適切に対応できる能力、態度、姿勢をもつ。 


